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昭和56年

(1981年)

に暮らせる

社会づ< りを

ぶ

専用バスにて登園

　
私
た
ち
は
お
互
い
に
人

間
と
し
て
尊
厳
を
認
め
あ

い
、
思
い
や
り
の
あ
る
社

会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
十
二
月

几
日
．
第
三
十
回
国
連
総
会
に
お
い
て

　
一
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
宣
一
言
」
が
採

択
さ
れ
、
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
ト
ー
年
）

十
二
月
十
六
日
の
第
三
十
一
回
国
連
総
会

で
「
一
九
八
一
年
を
国
際
障
害
者
年
と
す

る
」
ど
決
議
さ
れ
、
テ
ー
マ
を
「
完
全
参

加
と
平
等
・
と
定
め
ま
し
ダ
．

　
こ
の
テ
ー
マ
を
推
進
す
る
た
め
、
五
人

目
的
を
掲
げ
、
川
辿
を
中
心
と
し
た
世
界

各
川
か
地
域
的
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、

・
五
つ
の
目
的

０
　
障
害
者
の
社
会
へ
の
身
体
的
及
び
帖

　
神
的
適
八
‐
を
援
助
す
る
こ
と
。

＠
　
障
害
者
に
対
し
て
適
切
な
援
護
・
訓

　
練
・
治
療
岐
び
指
導
を
行
い
、
適
当
な

　
雇
用
の
創
出
を
す
る
こ
と
。

＠
　
障
害
者
が
日
常
生
活
に
お
い
て
実
際

　
に
参
加
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
公
共
建

　
築
物
及
び
交
通
機
関
を
利
川
し
や
す
く

　
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
調
在
叫
究

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
奨
励
す
る
こ
と
。
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みんなが参加し

　みんなが平等
よりよい

国
際
障
害
者
年
に
よ
せ
て

　
　
　
岡
崎
市
長
　
中
根
鎮
夫

　
本
市
は
、
公
平
と
平
等
を
原
則
に
「
夢

と
希
望
に
満
ち
た
柚
祉
の
街
づ
く
り
」
を

は
し
め
と
す
る
重
点
施
策
を
推
進
し
、
今

後
も
「
国
際
障
害
者
年
」
を
一
時
的
な
も

の
と
せ
ず
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
諸
施

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
が
た
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

に
１
Ｉ
滴
り
？
Ｓ
ｉ
ダ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｑ
　
」

‘
‥
’
゛
　
　
ｊ
ｌ
。
Ｉ

○
　
障
害
者
が
経
済
・
社
会
及
び
政
治
活

　
動
の
多
み
而
に
参
加
し
、
政
献
す
る
晰

　
刊
を
打
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
般
の

　
人
々
を
教
育
し
、
ま
た
周
知
す
る
こ
と
、

＠
　
障
害
の
発
生
予
防
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
効
果
的
施
策
を
推

　
巡
す
る
こ
と
．

　
完
全
参
加
と
平
等
と

．
障
害
者
の
定
義

　
　
「
参
加
」
と
は

　
障
害
を
持
つ
人
が
社
会
の
Ｉ
Ｕ
と
し
て
、

社
会
経
済
・
文
化
等
の
分
野
に
お
い
て
、

仙
極
的
に
参
加
し
活
勁
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
一
平
等
」
と
は

　
障
害
を
持
つ
人
も
、
持
た
な
い
人
も
同

じ
生
活
を
送
り
、
吐
会
の
発
展
に
よ
る
利

益
を
等
し
く
受
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
「
障
害
者
」
と
は

　
単
に
身
体
的
な
障
害
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ

ヴ
プ
が
あ
る
人
の
み
で
は
な
く
、
精
神
的

不
全
、
知
的
不
全
（
能
力
不
全
）
な
ど
を

持
っ
た
人
達
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
仕
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ヴ

ブ
を
持
っ
た
人
だ
ち
と
共
に
、
国
連
で
決

議
さ
れ
た
田
際
障
害
者
年
の
意
義
を
よ
く

理
解
し
、
尖
り
の
あ
る
田
際
障
害
者
年
に

な
り
ま
す
よ
う
努
力
を
し
て
行
き
ま
す
、

●
国
際
障
害
者
年
・
岡
崎
市

　
推
進
連
絡
協
議
会
の
発
足

　
第
一
回
の
会
議
が
三
川
六
日
開
か
れ
。

　
【
岡
崎
市
の
記
念
事
業
】
と
「
長
期
行
動

計
画
」
案
の
策
定
の
た
め
、
有
益
な
意
見

を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岡
崎
市
推
進
４
　
絡
協
議
会
委
貝
の
か
た

が
た
は
、
柵
祉
団
体
、
各
障
害
者
団
体
、

医
師
会
、
教
育
関
係
者
、
有
識
者
の
代
表

と
、
岡
崎
市
助
役
以
下
作
部
長
が
川
成
Ｈ

と
な
り
、
事
務
局
は
岫
祉
部
福
祉
課
が
相

当
し
ま
す
、

・
市
の
行
事
計
画

　
市
で
は
、
国
際
障
害
者
年
の
行
事
と
し

て
次
の
よ
う
な
も
の
を
計
画
し
て
い
ま
す
、

回
懸
垂
幕
と
テ
ー
マ
塔
八
基
の
設
置

翻
重
度
障
害
者
の
か
た
を
対
象
に

　
・
図
書
郵
送
穴
出
し
制
度

　
・
声
の
図
書
設
置
貸
出
し
制
度

翻
弱
視
の
か
た
を
対
象
に

　
・
大
活
字
本
の
備
え
付
け

翻
障
害
者
の
か
た
が
た
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ

　
大
会
…
瓦
月

回
標
語
の
募
集

　
　
田
際
障
害
者
年
の
意
義
吽
蒙
の
た

　
め
…
六
月

回
記
念
’
講
演
会

　
　
障
害
者
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る

　
た
め
：
几
り

翻
国
際
障
害
者
年
記
念
作
品
展
示
・
即
売

　
会
・
：
十
一
月

翻
総
合
福
祉
大
会
：
半
一
月

一
障
害
者
へ
の
福
祉
施
策

　
市
で
は
、
従
前
か
ら
障
害
者
へ
の
柵
祉

施
策
を
重
点
的
に
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
、
身
体
障
害
者
福
祉
モ

デ
ル
祁
市
の
指
定
を
受
け
、
歩
道
段
差
の

解
消
・
歩
道
等
へ
の
点
字
ブ
ロ
ヴ
ク
板
の

川
設
、
階
段
の
ス
ロ
ー
プ
化
等
障
害
を
持

つ
か
た
が
た
が
匯
み
よ
い
杜
会
唯
活
が
送

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
四
り
に
は
「
岡
崎
市
岫

祉
の
忖
」
が
建
設
さ
れ
、
障
害
者
の
か
た

が
た
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
、
こ
こ
で
は
、
精
神
薄
弱
児

　
（
者
）
の
療
育
指
導
、
在
宅
障
害
者
の
社

会
復
帰
訓
練
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

障
害
者
専
用
の
体
育
館
で
は
、
腫
々
の
ス

ポ
ー
ツ
を
障
害
者
の
か
た
が
た
が
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
街
づ

く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
障
害
を
持
つ
か
た

が
た
の
た
め
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
独

自
の
行
動
計
画
の
確
立
を
図
り
、
今
後
の

障
害
者
福
祉
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ

う
努
め
ま
す
。



4 －

｜

春の市民清掃の日

　　５月・|O日C日)｜

●●●

市
民
清
掃
の
日
の

　
重
点
項
目

一
般
家
庭

屋
敷
、
生
垣
、
側
溝
の
幣
備
、
清
掃

ハ
エ
、
蚊
な
ど
の
害
虫
防
除

所
有
す
る
空
き
地
の
草
刈
り
消
掃

各
町
内

●
　
側
溝
、
下
水
路
、
道
路
の
消
掃
（
出

　
た
空
き
カ
ン
、
空
き
ビ
ン
は
資
源
と
し

　
て
回
収
）

●
　
付
近
の
公
閲
や
町
内
の
迫
設
の
草
刈

　
り
消
掃

●
　
外
町
総
代
、
衛
生
委
‥
Ｕ
、
各
皿
団
休

　
の
代
表
は
、
一
定
の
計
画
を
立
て
、
各

　
組
各
戸
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
く
だ

　
さ
い
、

市
民
清
掃
の
日
の

　
　
　
　
ゴ
ミ
は
・
…

　
清
婦
‐
に
済
掃
を
し
て
出
た
ゴ
ミ
は
、

原
問
と
し
て
各
町
内
、
団
体
で
才
栗
町
の

埋
立
地
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
持
ち
込

み
料
金
は
無
料
で
す
、
（
た
だ
し
。
事
業

用
・
産
業
用
廃
棄
物
は
有
料
で
す
）
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明
る
く
ぼ
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
、
健

康
で
快
適
な
Ｉ
活
を
お
く
る
た
め
、
轟
の

人
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
'
-
３
?
<
闘
に
か
け
て
、
害
虫
に
染

病
脊
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
　
こ
れ

ら
の
発
咀
を
防
ぐ
た
め
に
も
．
ぜ
ひ
大
掃

除
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
．

○
　
巾
水
桝
、
下
水
溝
が
つ
ま
っ
て
い
ま

　
せ
ん
か
。

＠
　
雑
ぴ
が
生
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

＠
　
し
尿
浄
化
槽
の
通
気
］
は
、
ふ
さ
が

　
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

０
　
し
尿
汲
取
口
は
、
完
全
に
ふ
た
が
で

　
き
て
、
雨
水
が
便
槽
に
入
ら
な
い
よ
う

　
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

＠
　
下
水
溝
が
ネ
ズ
ミ
等
の
通
路
に
な
ら

　
な
い
よ
う
に
、
ふ
た
・
柵
等
が
設
置
し

　
て
あ
り
ま
す
か
。

＠
　
便
所
の
窓
、
通
気
口
に
は
、
金
網
が

　
は
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

○
　
不
用
品
の
幣
理
は
し
て
あ
り
ま
す
か
。

＠
　
家
具
等
の
う
ち
、
床
下
等
は
ば
こ
り

　
が
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

＠
　
室
内
の
換
気
を
ト
分
に
行
い
、
…
Ｍ
・
慌

　
物
等
を
慶
外
で
日
光
に
当
て
ま
し
ょ
う
。

○
　
ネ
ズ
ミ
穴
等
を
発
見
し
た
ら
、
ふ
さ

　
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
ネ
ズ
ミ
と
り
薬

　
剤
も
お
忘
れ
な
く
、

＠
　
風
呂
場
、
台
所
等
の
壁
の
す
き
間
、

　
流
し
台
、
戸
棚
等
が
ゴ
キ
ブ
リ
の
温
床

　
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ゴ
キ
ブ
リ
の

　
タ
マ
ゴ
等
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
焼

　
却
処
’
分
し
ふ
ま
し
よ
ヽ
つ
、

不燃物捨て場案内図
脂る岩中町1大

掃
除
に
よ
り

排
出
さ
れ
た

ゴ
ミ
に
つ
い
て

０
　
燃
え
る
も
の
燃
え
な
い
も
の
に
区
分

　
し
て
、
各
自
指
定
持
ち
寄
り
場
所
へ
搬

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＠
　
特
に
多
量
、
大
り
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て

　
は
、
燃
え
る
も
の
燃
え
な
い
も
の
ご
と

　
に
、
次
の
場
所
へ
白
己
搬
入
し
で
く
だ

　
さ
い
。

　
●
燃
え
る
ゴ
ミ
（
一
般
廃
棄
物
）

　
　
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
ゴ
ミ
焼
却
場

　
　
　
百
㎏
に
つ
き
三
百
二
十
円

　
●
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
一
般
廃
棄
物
）

　
　
　
才
栗
町
不
燃
物
埋
立
場

　
　
　
百
㎏
に
つ
き
百
円
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将
来
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上
の
た
め
保
護
者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
や
、

心
身
に
障
害
を
有
す
る
か
た
に
支
給
さ
れ
る
心
身
障
害
者
福
祉
扶
助
料
等
（
手
当
）
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
諸
手
当
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
で
受
給
し
て
い
な
い
が
た
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

／
　
．

『
、
Ｏ
Ｑ

カ

蚕
児
　
童
　
手
　
当

　
支
給
要
件
　
日
本
国
民
で
、
ト
八

歳
未
満
の
児
童
が
三
人
以
上
あ
る
（
三

人
目
以
降
の
児
童
が
義
務
教
育
終
了

前
の
と
き
）
保
駿
者
の
か
た
に
支
綸

さ
れ
、
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
．
（
対
象
児
は
外
国
人
で
も
可
）

　
手
当
の
月
額
　
市
民
脱
所
得
割
額

の
あ
る
か
た
１
五
千
円
　
巾
民
脱
所

得
割
額
の
な
い
か
た
Ｉ
六
Ｆ
五
肖
円

※
　
三
子
‐
以
降
一
人
増
す
ご
と
に

　
巾
民
脱
所
俳
割
額
の
あ
る
か
た
は

　
五
千
円
、
な
い
か
た
は
六
ｒ
五
μ

　
円
加
算

　
支
払
期
月
　
六
月
、
十
‐
り
、
二
月

に
前
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
支
給

　
申
臍
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
受

給
者
名
儀
の
哨
金
迪
帳
、
加
入
年
金

の
記
号
・
番
号
、
そ
の
他
関
係
書
類

・
岡
崎
市
遺
児
手
当

　
支
給
要
件
　
両
親
も
し
く
は
ど
ち

ら
か
の
親
が
い
な
い
家
庭
（
ど
ち
ら

か
の
親
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
．
．
４
Ｗ
’

ト
Ｌ
ド
レ
ド
χ
｀

Ｕ
Ｖ
Ｉ
ｄ

を
含
む
）
で
、
義
務
教
育
終
．
ｊ
前
の

児
童
が
い
る
場
合
、
父
け
又
は
養
育

者
に
支
給
さ
れ
、
所
得
に
よ
る
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　
手
当
の
月
額
　
対
象
児
一
人
に
つ

き
二
千
円

　
支
払
期
月
　
川
月
、
八
月
、
十
二

川
に
前
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
支

給
。

　
申
鵠
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
受

給
者
訊
‥
儀
の
餓
金
通
帳
、
本
籍
地
が

市
外
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
、
そ
の
胞

の
関
係
書
類

・
愛
知
県
遺
児
手
当

　
支
給
要
件
　
両
親
も
し
く
は
ど
ち

ら
か
の
親
が
い
な
い
家
庭
（
ど
ち
ら

か
の
親
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
場
〈
‥

を
含
む
）
の
児
童
が
満
十
八
歳
に
な

る
年
度
の
末
日
ま
で
、
父
母
又
は
養

育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
．

　
手
当
年
額
　
対
象
児
一
人
に
つ
き

四
万
六
ｒ
一
７
日
円

　
支
払
期
月
　
四
月
、
八
月
、
ト
ニ

月
に
前
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
支
給

　
申
鵠
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
戸

梧
謄
本
、
世
帯
全
貝
の
住
民
票
の
写

し
、
受
給
片
‥
々
１
１
儀
の
隋
金
通
帳
、
そ

の
他
関
係
書
鮫

・
児
童
扶
養
手
当

　
支
給
要
件
　
両
親
又
は
父
親
が
い

な
い
家
庭
（
父
親
が
重
度
障
害
者
で

あ
る
場
八
‥
を
＆
む
）
で
、
ト
八
歳
未

満
の
児
童
又
は
心
身
に
中
度
以
上
の

障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
が

い
る
場
八
‥
、
日
本
国
民
で
あ
る
そ
の

け
親
か
養
青
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

所
俳
に
よ
る
制
限
が
あ
り
、
公
的
年

金
の
受
給
者
は
除
か
れ
ま
す
。
（
■
＞
ｋ

象
児
は
外
国
人
で
も
可
）

　
手
当
月
額
　
二
万
几
モ
ユ
パ
‥
円
（
二

ｆ
目
。
瓦
１
円
、
三
ｆ
目
以
降
は
二
千

円
加
算
）

　
支
払
期
月
　
四
月
、
八
月
及
び
十

二
月
に
前
川
ま
で
の
分
を
支
給
一
た

だ
し
ト
二
川
支
綸
に
つ
い
て
は
十
一

Ｈ
に
支
給
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
一
り

猪
謄
本
、
世
帯
全
□
の
住
民
票
の
ぢ

し
、
そ
の
他
関
係
書
類

(蕎)

岡
崎
市
心
身
障
害
者

剔
祉
扶
助
料

支
給
要
件
　
日
本
国
民
で
身
休
障

｜

害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
の
所
有
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
所
得
に
よ
る

制
限
が
あ
り
．
公
的
年
金
の
受
給
者

は
除
か
れ
ま
す
．

　
手
当
月
額
　
身
体
障
虫
‥
者
手
帳
一

大
二
級
・
療
育
手
帳
Ａ
Ｉ
Ｂ
判
定
１

二
千
五
百
円
　
身
休
障
害
者
予
帳
四

～
六
級
・
療
育
手
帳
Ｃ
判
定
Ｆ
千
円

　
支
払
期
月
　
四
月
、
八
月
、
十
二

月
に
前
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
支
綸

　
申
鵠
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
本

籍
地
が
市
外
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
．

受
給
者
名
儀
の
罰
金
通
帳
、
身
体
障

害
者
１
　
帳
又
は
療
育
于
帳
、
そ
の
他

関
係
書
類

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
支
給
要
件
　
心
身
に
重
度
又
は
中

度
の
障
害
が
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児

京
が
い
る
場
合
、
日
本
国
民
で
あ
る

そ
の
父
母
か
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
。
（
対
象
児
は
外
国
人
で
も
可
）

　
手
当
月
額
　
重
度
障
審
児
＝
三
万

三
Ｆ
八
丿
円
　
中
度
障
害
児
＝
二
万

二
Ｆ
五
町
円

　
支
払
期
月
　
川
川
、
八
口
‥
及
び
十

二
月
に
前
月
ま
で
の
分
を
女
綸
（
た

だ
し
ト
ニ
ｕ
支
給
に
つ
い
て
は
ト
ー

‥
り
に
支
綸
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
戸

梧
謄
本
、
世
帯
全
日
の
住
民
票
の
写

し
、
身
体
障
害
者
予
帳
又
は
療
介
手

帳
（
診
断
書
）
、
そ
の
他
関
係
書
類

５月12日は民生委員の日　この日は、民生委iが住民の立場から｢社会本lしの精神をもって、地mi:会の福

祉事業の推巡に努める民間本仕者としての職務を再認識し、積匝的に収り組むよう決められている日です。



　
　
　
　
福
祉
手
当
（
在
宅
重
度

き
　
・
障
轡
者
福
祉
手
当
゛

ざ｀
　
　
支
給
要
件
　
日
本
国
民
で
あ
る
重

力
　
度
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

お
　
と
二
級
の
一
部
の
か
た
）
、
療
育
子

　
　
帳
Ａ
判
定
（
知
能
指
数
二
十
以
下
の

市政だより日昭和56年５月１-７

か
た
）
又
は
、
そ
れ
と
同
程
度
の
重

度
障
害
者
の
か
た
（
診
断
書
添
付
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
障
害
年
金
受

給
者
は
除
か
れ
、
所
得
に
よ
る
制
限

が
あ
り
ま
す
。

　
手
当
月
額
　
重
複
重
度
障
害
者
―

一
万
六
千
五
百
円
　
重
度
障
害
者
１

一
万
五
百
円
　
精
神
等
の
重
度
障
害

者
＝
九
千
二
百
五
十
円

　
支
払
期
月
　
四
月
、
八
月
及
び
十

二
川
に
前
川
ま
で
の
分
を
支
給
（
た

だ
し
十
二
川
支
綸
に
つ
い
て
は
ト
ー

月
に
支
給
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
受

給
者
名
儀
の
預
企
通
帳
、
本
籍
地
が

市
外
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
、
身
体
障

害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
（
診
断
書
）
、

そ
の
他
関
係
書
類

(蕎)

愛
知
県

障
害

者在

―S.宅手重

当度

　
支
給
要
件
　
身
体
障
害
者
手
帳
一

級
と
二
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
及

び
身
体
障
害
者
手
帳
三
級
と
療
育
手

帳
Ｂ
判
定
の
合
併
障
害
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
手
当
年
額
　
重
複
重
度
障
害
者
１

十
五
万
二
千
四
百
円
　
重
度
障
害
者

―
六
万
六
千
円

　
支
払
期
月
　
四
月
、
八
月
、
十
二

月
に
前
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
支
給

　
申
硝
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
世

帯
全
貝
の
住
民
票
の
写
し
、
受
給
者

名
儀
の
預
金
通
帳
、
身
体
障
害
者
手

帳
又
は
療
育
手
帳

　
あ
ら
ま
し
　
心
身
障
害
者
（
児
）

を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
が
一
定
の

掛
金
を
す
る
と
、
万
一
保
護
者
が
死

亡
し
た
と
き
は
、
障
害
者
に
終
身
毎

月
二
万
円
（
二
［
加
入
の
場
合
は
四
万

円
］
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
障
杵
者

（
児
）
が
死
亡
し
た
と
き
は
一
時
金
と

し
て
二
万
円
（
二
口
加
入
の
場
合
は
四

万
円
）
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
要
件
①
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
か
ら
三
級
の
か
た
又
は
精
神
薄

弱
者
（
療
育
手
帳
所
有
者
）
の
保
護

者
の
か
た
　
②
六
十
五
歳
未
満
の
健

康
な
か
た
　
③
市
内
に
居
住
し
て
い

る
か
た

　
加
入
で
き
る
口
数
　
二
口
ま
で

　
そ
の
他
　
▼
脱
退
（
掛
企
の
二
ヵ

月
滞
納
等
）
の
場
八
日
は
払
い
戻
し
は

あ
り
ま
せ
ん
。
　
▼
二
十
年
以
上
続

け
て
加
入
し
、
六
十
五
歳
以
上
に
な

ら
れ
た
場
合
、
あ
と
の
掛
金
は
払
い

込
ま
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
▼
所
得
が
低
い
か
た
は
掛
金
１
１

が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一

　
加
入
申
込
み
に
必
要
な
も
の
　
印
一

鑑
（
加
入
者
分
・
年
金
管
理
者
分
の

２
個
）
、
世
帯
全
貝
の
住
民
票
の
写
し

　
く
わ
し
く
は
、
援
護
助
成
課
福
祉

手
当
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

こ細入にな膚ま庖2a參て″２ロ加入のかたは、1口目の掛金と２口目の掛令｀

を合計した金額を納入していただきます。　　　、
金掛

－ Ｚ ’ - こ ：
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愛
知
県
で
は
障
害
者
又
は
障
害
者

と
同
居
す
る
親
族
で
、
自
己
資
金
で

障
害
者
の
専
川
居
室
・
浴
室
等
の
増

か築
又
は
改
造
を
行
う
こ
と
が
困
難

た
に
、
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

　
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
た

４
一．

ｆ
ｐ
ｈ
り
ｌ
り
Ｈ
ｎ
ｎ
４
ｉ
口
ｌ
Ｕ
ぃ
ｊ
―
ｈ
ｄ
―
ｐ
Ｈ
―
ｒ
ｉ
―
４
１
Ｌ
｛
ｒ
ｒ
ｉ
ｂ
ｉ
ｉ
‐
Ｉ
ｈ
‥
・
Ｍ
ａ
ｇ
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

年齢区分 1ロ耳の資金JO且の魯金 備考

45

歳

未

満

の

加

人

者

35歳未満
り植円
1,000

日餉』'I
1,400

太字の掛金の

み年齢により

掛金も移行し

ます。

その他の掛金

35歳以上～40歳未満1,300 1.900

40　V　～45　n 1,300 2,600

45　’･～50　μ 1,500 3,2,叱江昌

‾氷質賢台50　μ　～55 " 1,500

55　･/　～60 リ 1,500 5.300

65　'/　～65　'/ l,5Oo!6,800

45
壽

45　II　～50　II 3,200 3,200

京‰　/)　～55 / 4.100 4,100

の

.'JII
55　μ　～60 μ　5.300 5.300

刎60　″～65　″
6.800 　　　｜6,800 I

Ｚ Ｉ Ｉ Ｚ １ ；
-こ’-］

‾ ‾ ’ こ こ ニ ．
’ｔここ-ニＺＺｔｌ

１

受
け
て
い
る
か
た
で
、
そ
の
障
一

　
害
の
伐
度
が
一
級
か
ら
三
級
ま

　
で
の
か
た

倒
　
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
精
神
薄
剔
者
の
か
た
で
、

　
そ
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
又
は
Ｂ

　
の
か
た

倒
　
自
閉
症
状
郡
と
診
断
さ
れ
て

　
い
る
か
た

対
象
に
な
る
工
事

田
　
貸
付
決
定
時
か
ら
三
ヶ
月
以

　
内
に
着
手
で
き
、
一
年
以
内
に

　
完
了
可
能
な
工
事

悶
　
貸
付
申
講
嗇
が
居
住
し
て
い

　
過
し
て
い
る
も
の
）
で
、
障
害

　
者
の
専
用
居
室
、
浴
室
等
の
増
改

　
築
又
は
改
造
し
ぶ
つ
と
す
る
工
事

貸
付
条
件

１
213]１

る
家
屋
（
叫
住
後
一
年
以
上
経
一

過
し
て
い
る
も
の
）
で
、
障
害
i
i

*
;
―
/
-
＼
　
<
-
･
　
f
^
―
≫
-
･
―
t
.
/
.
i
、
欠
‐
な
呼
刀
粕
Ｊ
友

一Ｚこ-Ｚ：
ＺＺＩＺてｰ・

　
貸
付
限
度
額
　
一
八
〇
万
円

　
利
率
　
年
三
％

　
償
還
期
限
　
貸
付
の
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
十
年
以
内

　
償
還
方
法
　
半
年
賦
元
利
均

等
償
還

　
市
町
村
に
引
続
き
六
ヶ
月
以
上

　
住
所
を
有
す
る
独
立
の
生
計
を

　
営
ん
で
い
る
か
た
二
名

受
付
期
間

ぶｗｒｌ

第
一
回
　
五
月
中
　
五
月
三
十
日
一

m 10]I

ﾋﾞｽﾞ

レ



:
　
　
　
ｃ
Ｕ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
（
Ｓ
）
（
９
（
Ｓ
）
Ｒ
Ｒ
Ｒ

８
-

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
余
暇
活
動
な
ど
に

活
川
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の

方
法
で
峻
待
求
車
券
を
お
波
し
い
た

し
ま
す
。

●
　
寿
バ
ス
優
待
乗
車
券
　
国
鉄
バ

　
ス
、
名
鉄
バ
ス
市
内
定
期
路
線
の

　
乗
車
券
で
、
希
望
さ
れ
る
百
円
券

　
十
一
枚
綴
り
を
二
冊

●
　
乗
車
券
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
か
た
　
四
月
一
日
現
在
で
市
内

　
に
ぽ
所
が
あ
り
、
十
二
月
三
十
一

　
日
現
在
で
満
七
十
歳
以
上
（
明
治

　
四
ト
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
か
た
）
で
、
バ
ス
を

　
利
用
で
き
る
か
た
。

●
　
お
渡
し
す
る
方
法
　
五
月
一
日

　
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
（
土
咄

帳
若
し
く
は
本
人
の
身
元
が
わ
か

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
八

月
一
日
以
降
は
、
支
所
管
内
の
か

た
も
本
庁
へ
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
斤
、
六
、

七
月
の
内
に
お
受
け
収
り
く
だ
さ

―
こ

－
Ｖ

●
　
使
用
方
法
　
乗
車
券
は
。
市
内

　
発
着
の
国
鉄
バ
ス
又
は
名
鉄
バ
ス

　
定
期
路
線
に
使
用
で
き
ま
す
の
で
、

　
降
車
の
と
き
に
連
賃
を
券
で
お
支

　
払
い
く
だ
さ
い
。
百
円
券
で
す
か

　
ら
、
連
貫
が
百
二
十
円
の
場
合
は
。

　
二
十
円
を
現
金
で
足
し
て
い
た
だ

　
く
と
お
得
で
す
。
百
円
券
を
二
皮

　
で
支
払
っ
て
も
お
釣
り
は
も
ら
え

　
ま
せ
ん
。

日
の
午
後
と
日
雌
日
、
祝
日
を
除
　
　
●
　
そ
の
他
　
乗
巾
券
は
紛
失
又
は

く
）
に
匯
所
を
竹
括
す
る
本
庁
福
　
　
　
汚
損
し
て
も
匹
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
ま
た
、
ご
本
人
以
外
の
使
用
は
で

　
き
ま
せ
ん
。
な
お
お
受
け
収
り
い

　
た
だ
い
た
あ
と
、
運
賃
改
正
等
が

　
あ
っ
た
場
八
‥
に
お
い
て
も
お
取
り

　
替
え
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
く
わ
し

　
い
こ
と
は
、
福
祉
課
老
人
係
へ
お

　
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
バ
ス
の
安
全
な
乗
り
方

禽
乗
る
と
き
は

一
、
か
け
こ
み
乗
車
は
危
険
で
す
。

　
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
と
扉
が
閉
ま
り
ま

　
す
。
閉
ま
り
始
め
た
扉
は
、
運
転

　
手
が
気
づ
い
て
も
途
中
で
は
開
き

　
ま
せ
ん
。
一
度
閉
っ
て
か
ら
開
き

　
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
待
ち
ま
し

二
、
乗
っ
た
ら
早
目
に
座
席
へ
、
立

　
っ
て
い
る
と
き
は
つ
か
ま
り
ま
し

　
　
バ
ス
が
動
く
と
き
、
止
ま
る
と

　
き
は
シ
ョ
。
ク
が
あ
り
ま
す
。
辰

　
っ
た
ら
早
目
に
座
啼
に
腰
掛
け
て

　
く
だ
さ
い
『
。
席
が
空
い
て
い
な
い

　
と
き
は
、
つ
り
皮
や
に
ぎ
り
捧
に

　
し
っ
か
り
と
つ
か
ま
り
ま
し
ょ
う
。

奪
降
り
る
と
き
の
注
意

一
、
〈
‐
図
は
早
目
に
降
り
る
の
は
止

　
ま
っ
て
か
ら

　
　
降
り
る
と
き
は
１
　
１
に
口
に
ブ
ザ
ー

　
で
八
‥
図
を
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ザ

　
ー
で
合
図
を
し
て
お
け
ば
バ
ス
は

　
止
ま
り
ま
す
。
あ
わ
て
る
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
止
ま
っ
て
か
ら
降

　
り
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
降
り
た
ら
バ
ス
か
ら
離
れ
て
待

　
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
降
り
た
と
き
、
扉
の
近
く
に
い

　
る
と
服
や
着
物
が
扉
に
は
さ
ま
っ

　
た
り
し
て
危
険
で
す
か
ら
、
降
り

　
た
ら
バ
ス
か
ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
。
バ
ス
の
直
前
や
近
く
を
歩

　
く
の
も
危
険
で
す
1
バ
ス
の
発
小

　
を
待
っ
て
安
全
を
確
か
め
て
か
ら

　
歩
き
は
じ
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ

　
さ
り

国民年金｢現況届｣は

までに……

国保年金課年金係

　　　き23－6 17 1

Ｉ
　
　
　
1
1
1
1
1
ｒ
―

－　　－

５月

20日

　(水)

　
今
月
は
、
国
民
年
金
（
柚
祉
年
金

は
除
く
）
の
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、

準
ほ
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年

金
を
受
け
て
い
る
か
た
が
「
現
睨
届
」

を
提
出
す
る
時
期
で
す
。
現
況
届
川

紙
は
、
該
当
す
る
か
た
に
市
役
所
か

ら
直
接
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
「
現
況
届
」
は
。
毎
年
５
月

に
あ
な
た
や
ご
家
族
の
異
動
状
況
を

確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
を
訓
べ
る
大
切
な
も

の
で
す
。

　
も
し
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
を

止
め
ら
れ
た
り
、
遅
ら
さ
れ
た
り
し

ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
5
5
年
６
川
以
降
に
裁

定
さ
れ
た
か
た
は
、
今
回
の
現
況
届

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
資
格
の

一
確
認
の
お
願
い

国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
酋
二
三
丿
六
一
六
七

　
岡
崎
市
川
民
健
康
保
険
に
ご
加
入

の
か
た
で
、
こ
の
存
就
職
さ
れ
会
社

等
の
社
会
保
険
に
加
人
さ
れ
た
か
た

は
、
国
民
健
康
保
険
の
岐
保
険
者
喪

失
の
川
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ぽ
所
・
世
帯
主
・
そ
の
他

促
動
か
あ
る
か
た
は
、
お
持
ち
の
国

民
健
康
保
険
証
を
確
認
し
、
異
動
の

あ
っ
た
日
か
ら
１
　
１
日
以
内
に
、
市
役

所
巾
民
μ
及
び
″
介
支
所
で
毘
動
の
１
　

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
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岡
崎
市
で
は
、
良
好
で
安
全
な
生
　
　
住
宅
地
の
周
囲
の
も
の
で
、
公
共

活
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
　
　
　
川
道
路
に
沿
っ
た
も
の
と
し
ま
す
、

め
、
生
垣
を
新
し
く
つ
く
ら
れ
る
か
　
　
　
　
隣
地
境
界
線
上
の
も
の
、
庭
の

た
に
今
年
か
ら
補
助
金
を
お
波
し
す
　
　
　
中
の
も
の
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
条
件
　
③
　
生
皿
の
延
長
は
連
続
し
て
三
ｍ

に
当
て
は
ま
る
か
た
で
補
助
を
お
受
　
　
　
以
上
で
あ
る
こ
と
か
必
要
で
す
Ｉ

け
に
な
り
た
い
か
た
は
、
開
発
部
公
　
④
　
生
垣
用
の
樹
木
の
高
さ
は
、
宅

園
絲
地
課
緑
化
係
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３
－
６
　
　
　
地
面
か
ら
九
ト
剛
以
Ｌ
、
ま
た
削

３
９
９
）
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。
　
　
　
　
木
の
本
数
は
Ｉ
ｍ
当
た
り
二
本
以

　
補
助
の
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
の
も
の
と
し
ま
す
。

①
　
補
助
企
を
巾
詰
で
き
る
か
た
は
、
　
⑤
　
柚
栽
マ
ス
を
プ
ロ
ヴ
ク
等
で
つ

　
市
内
の
住
宅
地
の
所
有
権
者
又
は

　
借
地
椛
嗇
に
限
り
ま
す
。

②
　
袖
助
の
-
i
―
t
　
-
^
と
な
る
生
姐
は
、

　
く
る
場
〈
‥
、
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
鳥
さ

　
は
宅
地
面
か
ら
五
十
四
以
下
の
も

　
の
と
し
ま
す
。

⑥
　
対
象
と
な
る
生
垣
は
、
新
た
に

　
で
あ
っ
た
生
垣
の
つ
く
り
か
え
は

　
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
補
助
の
内
容

①
　
現
在
あ
る
ブ
ロ
。
ク
塀
等
を
取

　
り
こ
わ
し
、
新
た
に
生
垣
を
つ
く

　
る
場
合
、
生
姐
一
ｍ
当
た
り
二
千

　
五
百
円
を
限
度
と
す
る
補
助
金
。

②
　
ま
っ
た
く
新
し
く
生
垣
を
つ
く

　
る
場
合
、
生
垣
一
ｍ
当
た
り
二
千

　
円
を
限
度
と
す
る
補
助
金
。

③
　
①
、
②
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
限
度

　
額
以
下
の
経
費
で
つ
く
る
こ
と
が

住宅・宅地資金

融資あっせんのご案内

i[:]□□□
５

生活課庶務係

　　　容23－ ６ 0

f

;
■

　
な
お
融
資
限
度
額
の
一
部
引
き
上

げ
と
償
還
期
間
を
五
年
延
長
し
ま
し

た
。

●
種
類
と
限
度
額

　
　
新
築
三
百
瓦
－
万
円
、
増
築
三

　
阿
万
川
、
土
地
付
分
譲
住
宅
五
い
‐

　
万
円
。
中
古
住
宅
三
‥
［
五
十
万
円

　
宅
地
三
百
五
ト
万
円
（
た
だ
し
、

　
前
年
の
収
人
令
額
の
範
囲
内
）

●
融
資
利
率
　
年
六
・
三
六
％

●
償
還
期
間
　
ト
五
年
以
内

●
償
還
方
法
　
毎
月
払
い
元
利
均
等

　
　
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）

●
担
保
　
取
得
し
た
建
物
、
土
地

●
連
帯
保
証
人
　
二
名

　
市
で
は
、
市
民
の
か
た
か
、
家
を

新
築
・
川
築
す
る
場
〈
‐
、
土
地
付
分

譲
住
宅
・
中
占
住
宅
を
購
人
す
る
場

合
、
及
び
宅
地
を
購
人
す
る
場
八
‐
に

必
要
な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ

で
き
た
場
合
は
そ
の
額
を
袖
助
金

額
と
し
ま
４
　
乙

つ
く
る
も
の
だ
け
で
あ
り
、
今
ま
　
④
　
①
、
②
と
も
延
長
十
五
ｍ
ま
で

　
を
限
度
と
し
。
そ
れ
以
上
の
部
分

　
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
　
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

　
生
皿
川
樹
木
、
垣
眼
用
資
材
（
杭
、

　
竹
な
ど
）
及
び
植
栽
に
必
要
な
人

　
夫
輿
金
に
限
り
ま
す
。

　
提
出
書
類

①
　
市
費
袖
助
金
等
交
付
申
詰
書

②
　
生
垣
設
置
計
画
書

③
　
生
垣
設
置
位
置
案
内
図

　
　
以
上
の
書
類
は
、
公
園
緑
地
課

　
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

表彰を受けるに

ふさわしいかたを

お知らせください

　
Ｌ
日
‥
一
目
に
行
わ
れ
る
岡
崎
市
制

施
行
六
ト
五
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
巾
民
の
膜
範
と
な
る
よ
う
な
か

た
、
お
よ
び
優
良
団
休
の
表
彰
を
行

い
ま
す
。

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
よ
う
な
、

表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
、

ま
た
は
団
体
を
ご
存
知
の
か
た
は
、

五
月
七
日
ま
で
に
町
総
代
の
か
た
又

は
秘
書
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
０
　
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し

　
　
た
か
た

　
＠
　
教
育
、
体
育
、
学
術
技
芸
そ

　
　
の
他
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た

　
　
か
た

　
＠
　
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
し

　
　
た
か
た

　
○
　
社
会
事
業
お
よ
び
地
方
民
生

　
　
の
安
定
に
尽
力
し
た
か
た

　
＠
　
保
鮎
衛
生
に
貢
献
し
た
か
た

　
＠
　
納
税
貯
蓄
に
貢
献
し
た
か
た

　
＠
　
風
教
の
諦
導
そ
の
他
公
益
お

　
　
業
に
尽
力
し
た
か
た

　
＠
　
治
安
の
維
持
並
び
に
水
火
災

　
　
等
の
防
護
に
て
い
身
し
た
か
た

　
＠
　
運
輸
交
通
に
八
献
し
た
か
た

　
＠
　
奇
特
篤
行
者
で
、
特
に
市
民

　
　
の
睨
範
と
な
る
か
た

　
■
　
そ
の
他
表
彰
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
か
た

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
秘
書

課
渉
外
係
（
容
二
三
－
六
〇
〇
九
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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卜
内
科
７
病
棟
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

ト
検
査
科
の
オ
ー
ト
ア
ナ
ラ

　
イ
ザ
ー
（
多
項
目
自
動
化

　
学
分
析
装
置
）

１
１
１
り
ｑ
ｊ
り
Ｈ
・

石
田
利
作
先
生
遺
稿
㈲

市
内
交
通
量
調
査
＝

　
先
生
の
遺
柚
、
交
辿
運
輸
編
に
は

巾
内
交
通
最
調
在
の
項
が
三
ト
余
以

に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
大
正

十
四
年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
の
交
通

量
調
査
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
。

　
　
第
一
回
市
内
交
通
量
調
査

　
大
正
十
四
年
十
月
二
十
七
日
、
都

市
計
画
の
資
料
と
し
て
、
愛
知
県
地

方
委
貝
会
技
師
石
川
。
栄
耀
氏
（
の
ち

の
東
京
都
建
設
局
長
）
の
指
導
に
よ

り
執
行
し
た
も
の
で
、
岡
崎
市
吏
員

六
名
を
調
査
部
貝
に
任
命
し
、
在
郷

軍
人
、
青
年
団
貝
七
ト
七
名
に
調
査

を
委
嘱
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
市
内
に
ニ
ト
五
か
所
の
調
在
所
を

設
け
、
午
前
六
時
よ
り
午
後
六
時
ま

岡崎市東西南北の門口、中央部の交通量
　大正十四年十月二十七日(晴天)調査

で
の
ト
。
。
時
間
の
調
在
で
あ
る
、

　
調
査
陸
別
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
て

自
動
車
時
代
の
現
代
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
当
時
の
世
相
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
Ａ
*
:
t
;
る
。

人
　
子
供
を
抱
い
た
者
、
背
負
っ
た

　
　
者
も
一
人
。
（
乳
母
車
は
車
と

　
　
二
人
と
み
な
す
。
）

人
力
車
―
‐
乗
客
の
有
無
。
前
曳
後
曳

　
　
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
▽
『

自
転
車
－
』
人
の
乗
る
時
と
曳
く
時
に

　
　
拘
わ
ら
ず
一
台
、
（
自
動
自
転

　
　
車
の
運
搬
用
自
転
巾
を
含
む
。
）

于
巾
　
積
荷
の
有
無
、
曳
子
の
数
に

　
　
拘
わ
ら
ず
一
台
。

子

叫猪

　EIﾘ:南

琳|端

　矢西　欠東
　作　　砺
　僑　　違
　　　　　僑

．西東-西家
計行行計行行

調

査

場

所

石一一一 四二一
　ゝゝゝ

○一九

三〇二
四八六 紆訪

歩

行

者

　ｉ％ゝ

七八八
六几ヒ
六〇六

ヒ八八
二三元

六二四

六三三
九四五 八四円

一　一一
一
九四五

一　一一
一
五二三

一　--一
一一〇 ４

-一一一一
一一　ゝゝｉ

九〇几

七六〇

二三九

　一一一

六二三
一八三
七〇七

－　一一一

九四五

八七〇

一九二

一

三六六
五七八
三二Ｃ

自

転

車

一　ゝ‰ゝ

三六七

九八一
八五三

　四二一

千穴

四二二

五二三
四m〇

一
七九八
八〇一八

手

車

二六六一二八
四二二ー九二

｜ 六一五 四-一三一一； 叩‾‾
牛

馬

‐
ａ
‐
ａ
Ｉ
Ｍ
ｎ
！
｀

牛
馬
－
良
子
の
数
に
拘
わ
ら
ず
一
頭
。

牛
馬
収
に
Ｉ
Ｉ
積
荷
の
有
無
、
曳
子
の
数

　
　
に
拘
わ
ら
ず
一
台
。
（
乗
合
馬

　
　
巾
を
含
む
。
）

自
動
車
－
乗
客
、
積
荷
の
有
無
に
拘

　
　
わ
ら
ず
一
台
。

電
車
－
乗
客
の
数
に
拘
わ
ら
ず
一
台
。

そ
の
他
―
集
団
（
車
隊
・
学
生
等
）

　
　
は
種
類
と
累
数

　
調
査
結
果
か
ら
二
十
五
か
所
の
中

で
、
交
通
量
の
多
い
所
は
第
一
位
、

康
生
キ
リ
ス
ト
教
前
。
第
二
位
、
殿

橋
上
。
第
三
位
、
康
生
郵
便
局
北
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
正

時
代
の
都
心
は
康
生
町
と
言
え
ぷ
っ
。

　
ま
た
、
岡
崎
市
の
東
西
南
北
の
門

口
と
中
央
部
の
地
点
に
つ
い
て
比
較

し
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
掲

げ
て
お
く
。

　
近
代
班
調
査
委
員
　
村
上
信
良

丿　｜ 六一五 四-一三一一； 叩‾‾
牛

馬

ｌ 一
八几九
八二六

－-

一
八九九
=･ごこ

牛
馬
車

一　・一一五五九九九
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考
。
里
し
一
い
き
も
の
姿
に
見
初
居
も
う
つ
と
い
イ

11 昭和56年５月１日

人出は約50万人

　桜まつりのメーン行事、佃例の゛家康行'yi]" '.i、好大に忠

まれた去る４月12日(川)、桜吹雪の川う中で暴政な幟川絵巻を

繰り広げました。

一 一 一

りりしい竹干代君とり年武者。
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沿道を理めた人の数約50万人

家康公もこ満晩の休。
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　延々と続く行列。総参加者は、

500人。
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-

計
を
営
む
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
か
た

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
　
○
寮
費
、

光
熱
水
費
等
…
…
川
額
一
万
五
百
円

＠
食
費
…
…
実
費

　
申
請
用
紙
の
交
付
　
教
育
委
Ｕ
会

庶
務
課
学
心
ｆ
係
（
市
役
所
７
階
）
で

交
付
し
ま
す
．

１ 岡崎市の人□ １
昭和56年４月１日現在

　男　131,193人　　80人減

　女　133,657人　261人増

　計　264,850人　　181人増

世帯数77,883世帯　31世帯増

ら
す
べ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
、

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
５
月
１
日
か
ら
１
ヵ
月
間

に
わ
た
り
全
国
一
斉
に
赤
十
字
社
資

増
強
運
動
が
実
施
さ
れ
、
社
員
の
増

強
と
事
業
資
金
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
赤
ト

字
社
以
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
鴨
い
し
ま
す
、

し
て
い
る
青
年
組
織
）
は
、
結
成
以

来
1
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
日
ご
ろ
の
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
活
動
と
農
業
に
対
す
る
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ク
ラ

ブ
祭
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
５
月
３
日
（
日
）
午
前
1
0

峙
～
午
後
３
時
（
巾
天
順
延
）

　
場
所
　
篭
…
…
…
公
園

　
内
容
　
農
産
物
の
即
売
。
パ
ネ
ル

展
示
　
主
催
　
岡
崎
市
４
‐
ク
ラ
ブ

　
後
援
　
閻
崎
市

？
Ｓ
ノ
‘
’
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
j
―
ノ
ー
ー
・
１
！
ｊ
’
Ｉ
ｉ
ｊ
’
Ｉ
ｊ
’
ｊ
４
ノ

　
　
岡
崎
市
融
資
制
度
の

　
貸
出
利
率
を
引
き
下
げ

　
商
工
労
政
課
　
雲
2
3
　
6
2
1
4

　
中
小
企
匙
の
資
金
需
要
の
円
滑
化

を
は
か
る
た
め
．
岡
崎
市
中
小
企
業

事
業
資
金
な
ど
の
融
資
制
度
の
貸
出

刊
率
を
、
４
月
1
7
日
の
愛
知
県
口
川

保
証
協
会
の
儒
用
保
証
決
定
分
か
ら

Ｉ
・
０
～
Ｏ
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
引
き

下
げ
ま
す
．
く
わ
し
い
こ
と
は
、
次

号
で
掲
載
し
ま
す
、

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

援
護
助
成
課
内
岡
崎
地
区
献
血

推
進
協
議
会
容
2
3
－
６
1
4
5

　
期
日
　
５
月
７
Ｈ
（
木
）

　
時
間
・
場
所
・
主
催
　
▼
午
前
1
0

時
～
ロ
一
時
丿
六
所
神
吐
　
三
島
学
区

献
血
会
　
▼
午
後
１
時
～
３
時
－
ｈ

和
田
団
地
叫
会
場
　
上
和
川
団
地
自

治
会

　
献
血
の
手
順
　
○
受
け
　
満
1
6

以
上
6
4
歳
ま
で
の
健
康
な
か
た
　
・

体
爪
測
定
　
男
4
5
に
昭
　
女
4
0
廠
以

＠
血
圧
・
比
重
測
定
　
最
高
血
圧

％
以
上
、
比
重
Ｉ
･

O
　
l
O
　
(
＞
.
l
以
上

111(･上＠歳

Ｏ
採
血
　
川
耐
　
＠
献
血
手
帳
交
付

　
献
血
は
庖
人
の
た
め
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
『
。
あ
な
た
自
身
の
健
康
管

川
に
も
役
立
ち
ま
す
。
献
・
川
を
さ
れ

た
力
た
に

ふ

ゆS

六
項
目
の
生
化
学
検

轟
を
実
施
し
、
翼
常
廿
に
は
通
知
し

ま
す
。
比
重
不
足
の
た
め
、
献
血
で

き
な
か
っ
た
か
た
に
は
、
血
清
鉄
な

ど
五
項
目
を
検
査
し
、
本
人
に
検
査

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
●

岡
崎
育
英
会
学
生

寮
入
寮
生
の
募
集

教
育
委
員
会
庶
務
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
a
2
3
－
６
4
2
5

１
　
Ｉ
Ｉ

　
昭
和
5
6
年
度
岡
崎
育
災
会
学
生
寮

入
寮
希
望
者
を
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
募
集
人
員

画
東
京
学
生
寮
（
千
葉
県
市
川
市
南

　
八
幡
一
丁
目
二
Ｉ
　
五
）
…
…
６
名

券
京
都
学
生
寮
（
京
都
府
長
岡
京
市

　
開
旧
四
丁
目
一
六
－
ニ
）
…
…
４
名

　
応
募
資
格
　
○
岡
崎
市
に
３
年
以

上
居
住
す
る
か
た
の
子
弟
（
女
子
を

除
く
）
で
、
東
京
、
京
都
お
よ
び
そ

の
近
郊
の
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る

か
た
並
び
に
在
学
し
て
い
る
か
た

＠
健
康
で
品
行
方
正
で
あ
る
か
た

＠
寮
費
等
の
支
払
い
の
で
き
る
か
た

○
岡
崎
市
内
に
居
眠
し
、
独
立
の
生

五
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

社
員
に
ご
加
入
を

援
護
助
成
課
内
日
赤
事
務
局

　
　
　
　
　
萱
2
3
－
６
1
4
5

　
赤
ト
字
は
人
道
、
博
愛
を
旗
じ
る

し
に
、
世
界
二
一
六
力
国
の
人
々
が

手
を
つ
な
ぎ
国
際
的
救
援
活
動
と
と

も
に
国
内
に
お
け
る
医
療
事
業
、
災

宋
‥
救
護
事
£
、
献
血
事
業
な
ど
の
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
赤
十
字
の
大
切
な
事
業
の
経
叫
は

皆
さ
ん
に
、
‐
本
赤
ト
字
仕
の
仕
口

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
納
め
て
い
た

だ
く
年
額
三
百
円
以
上
の
社
費
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
岡
崎
市
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
の
お
か

げ
で
約
三
万
五
千
人
の
か
た
が
社
員

軽
自
動
車
税
の

月
割
課
税
廃
止

市
民
税
課
諸
税
係

　
　
　
　
　
　
ａ
2
3
1
6
0
7
5

　
軽
自
動
小
の
う
ち
四
輪
以
Ｌ
の
軽

自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
収
お
よ

び
小
型
特
殊
自
動
巾
（
農
附
記
ぶ

自
動
車
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
昭

和
5
5
年
度
ま
で
‐
‥
‥
割
課
税
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
か
、
徴
脱
事
務
の
簡
素

合
理
化
を
図
る
た
め
、
地
方
税
法
が

改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
軽
自
動
車

税
の
月
割
課
税
は
、
昭
和
5
6
年
度
か

　
　
　
　
　
　
　
　
●



きざかお市政だより日１)J５

昭和56年
-13-

岡
崎
駅
西
土
地
区
画

整
理
審
議
会
委
員

選
挙
を
行
い
ま
す

区
画
整
理
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
－
6
2
6
5

　
岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
選
挙
の
事
務
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　
５
月
１
日
…
…
選
挙
す
べ
き
委
貝

数
の
公
告
　
５
月
２
日
～
‥
‐
日
…
…

立
候
補
届
出
期
間
　
５
月
1
3
日
…
…

候
補
者
の
氏
名
、
位
所
の
公
告
、
選

挙
場
、
投
票
時
間
。
開
票
の
‐
時
の

公
告
（
立
峡
補
者
の
数
が
定
数
の
場

八
‐
は
、
投
票
を
行
わ
な
い
旨
の
公
告
）

５
月
3
1
日
…
…
投
票
日
（
選
挙
期

‐
）

　
立
候
補
届
　
立
峡
納
推
朧
届
な
ど

の
用
紙
は
、
区
画
幣
理
課
に
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
●

県
知
事
（
愛
知
県
上
木
部
郡
市
計
画

Ｊ
い
に
バ
パ
兄
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

ペ
ン
字
と
毛
筆

　
　
検
定
試
験

　
　
　
●

　
試
験
日
　
６
月
2
1
日
間
▼
ペ
ン
字

午
前
1
0
時
　
▼
毛
筆
　
午
後
１
時

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
試
験
科
目
　
実
技
と
理
論

　
資
格
　
学
歴
　
年
齢
等
制
限
な
し

　
受
験
手
続
　
働
く
婦
人
会
館
に
川

意
し
て
あ
る
願
書
で
５
月
末
ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｓ
！
Ｓ
鞠
Ｉ
ｆ

さ
い
。

　
な
お
、
允
電
式
は
か
り
お
よ
び
囚
定

は
か
り
な
ど
で
搬
出
で
き
な
い
場
八
‐

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ｊ
・
１
１
－
―
－
－
－
ｊ
・
1
1
1
1

　
　
市
政
だ
よ
り

　
　
　
　
　
酋
2
1
局
1
1
1
1
番

巾
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
浙
案
内

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
咄
日
変
史

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
ｅ
？
；
;
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
目
メ
モ
（
柵
尿
病
に

つ
い
て
）
　
　
　
　
毎
月
雌
日
変
吏

-

子
ど
も
の
お
は
な
し

　　「三つの星」

六供町　５月１日～15日

　c21局1113番

おわび　市政だよ') 4 H 15日号掲載「市役所の電話番廿」の中、廸設部管理課課長・課長剛左

　　　　豊22－6038は023－6038の誤りにつき、訂正しおわびします。

「
都
市
計
画
公
園
Ｌ

変
更
案
の
縦
覧

公
園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
雲
2
3
1
6
2
5
7

　
岡
崎
都
市
計
画
公
喇
「
岡
崎
公
園
」

の
変
史
案
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。

　
期
間
　
５
月
６
日
～
2
0
日

　
場
所
　
市
役
所
公
園
緑
地
課

　
こ
の
案
に
つ
い
て
、
ご
意
見
の
あ

る
か
た
は
、
５
月
2
0
口
ま
で
に
愛
知

県
知
雅
一
愛
知
県
土
木
部
都
巾
計
画

課
）
に
意
地
方
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
南
公
園
遊
園
地
・
交
通
広
場
は
火

曜
日
が
定
休
日
で
す
が
、
５
月
５
日

　
（
火
）
は
臨
時
営
業
致
し
ま
す
。

　
　
　
岡
崎
市
都
市
施
設
管
理
協
会

働
く
婦
人
会
館

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
‐
1
2
９
6
3

―
－
‐

　
主
催
　
日
本
書
写
技
能
検
定
協
会

岡
崎
巾
教
育
委
貝
会

―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｓ
‐
ｉ
Ｉ
ｊ
χ
Ｉ
ｆ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｉ
‐
―
ｉ
Ｉ
ｒ
ｉ
Ｉ
ｉ
１
１

１
－
ｌ
ｊ
―
』
！
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
｀
ｊ
“
１
Ｉ
゛
ｊ
・
1
1
4
1
f
―
ｉ
’
Ｉ
‘
゛
ｊ
Ｉ
Ｉ
／
ｌ
！
ｉ
゛
ｊ
―
／

計
量
器
の
定
期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

生
活
課
消
費
生
活
係
　
き
2
3
1
6
2
1
９

　
取
引
き
や
証
明
な
ど
に
使
川
す
る

計
‥
皿
器
（
は
か
り
の
み
）
の
定
期
限

査
を
行
い
ま
す
か
ら
、
よ
く
１
　
入
れ

を
し
て
、
必
ず
検
轟
を
受
け
て
く
だ

実施期日 恥　　　間 検　査　甘　所

５月7 U内.午前9時30分～午i≪3時

　　８日吻
福岡町ill 立醐I諮|'Iヽ学咬

Ｉ午前a時30分～午Sijll時　　細|町巾立細'N小学咬

I1□｀へ午後i時30分～午後２時3D分―奥殿町葵農協奥殿出張叫

12 廿叫 午前9畔30分～午後３時　　粁冲町岩津,i尺センター

13 剛W

14甘t徊
午前9時30分～午筏3時　　鴨tll町葵農鵬人桝寺支叫

15日哨
午前９時30分～午前＼時 宮石sr[ 協fi!産業^昧･倉'*

午後l時31)分～'I'-後３時 |帥]町Ill I")町公民it

午前９時30分～午前＼畔 秦梨町，ﾄ立泰裂小学枚

I午後卜卜0介～午･後a時 ｔ平町上平町公民fit

i9日㈹
'r-ni9時3O分～午･mi時　いm岫町il，場町公尺館

午後i時30分～午後3町　l i＼糾町東剖;ifj民センター

ao日俐 午前'J時30分～午後:i時　｜本宿町巾.iC本宿学区公民館

21日巾
午前9昨30分～午前ii時 桑谷町巾立屯谷■■'/■■区公尺館

午榎l時30分～乍険2時 滝町発腱協常磐支所

22日('S
午前9時30分～午iiijii時 宇頭町■><作,ll民センター

午mi時30分～午筏i時 m日町矢作農協長瀬支所

25日卯
午前９時30分～午前!1時 宇皿m宇卵町公民館

午後l時30分～午後3時 大仙町矢作腱協牧内支所

26H(',y

27日湘
午前９時30分～午後3時 矢作町火･作三区公会堂

『
都
市
計
画
道
路
Ｌ

変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課
計
画
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
2
６
0

　
岡
崎
都
市
計
画
道
路
国
道
一
号
線

の
変
史
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。

　
期
間
　
５
月
６
日
～
2
0
日

　
場
所
　
市
役
所
都
市
計
画
課

　
こ
の
案
に
つ
い
て
。
ご
意
見
の
あ

る
か
た
は
、
５
月
2
0
日
ま
で
に
愛
知

岡
崎
都
市
計
画
岡
崎

上
地
土
地
区
画
整
理

促
進
区
域
の
変
更

区
画
整
理
指
導
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
　
６
2
６
６

―
－
－
―
・

　
事
業
区
域
の
一
部
を
変
更
し
ま
し

た
。
な
お
、
関
係
図
書
は
、
次
の
場

所
で
縦
覧
し
て
お
り
ま
す
。

　
場
所
　
市
役
所
区
画
整
理
指
導
課
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危
険
物
取
扱
者
試

験
が
行
わ
れ
ま
す

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
豊
2
1

5
1
5
1

　
試
験
日
　
６
月
７
日
（
日
）

　
試
験
の
種
類
　
・
甲
匝
危
険
物
取

扱
者
試
験
　
・
乙
腫
危
険
物
取
扱
者

試
験
（
仝
類
）
　
　
・
丙
種
危
険
物
取

扱
者
試
験
　
　
。

　
受
験
に
必
要
な
も
の
　
①
受
験
願

書
　
②
写
真
３
枚
（
縦
４
ｍ
Ｘ
横
３

ｍ
）
　
③
受
験
手
数
料
（
甲
些
二
千

円
。
乙
腿
二
千
円
、
内
腿
１
六
百
円
）

　
願
書
提
出
先
　
西
三
河
事
務
所
総

務
課
（
明
大
寺
本
町
一
の
四
）

　
願
沓
受
付
期
間
5
U
1
2
日
～
1
4
H

　
講
習
会
　
●
と
き
　
５
月
Ｃ
Ｍ
日
（
岡

崎
巾
危
険
物
安
全
協
会
主
佻
）
　
５

月
2
5
口
（
岡
崎
市
、
幸
川
町
危
険
物

安
全
協
会
主
佻
）
　
●
と
こ
ろ
　
両
日

と
も
消
防
本
部
３
階
講
堂
（
朝
日
町
）

　
そ
の
他
　
受
験
噸
書
は
、
消
防
本

部
予
防
課
及
び
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

く
ら
し
に
生
か
そ
う

一
日
教
室
受
講
者
募
集

西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
ａ
5
3
1
0
9
９
９

　
西
三
河
消
什
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
時
々
の
問
題
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
、

交
流
す
る
佻
し
を
企
画
し
ま
し
た
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
５
月
2
6
ロ
（
火
）
午
前
1
0

峙
～
1
2
時

　
場
所
　
愛
知
県
西
三
河
消
特
生
活

セ
ン
タ
ー

　
内
容
「
妻
の
座
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
改
正
さ
れ
た
遺
産
相

続
」

　
講
師
　
弁
護
士
　
對
間
美
喜
子
氏

　
受
講
料
　
無
料

　
定
員
　
5
0
名

　
申
込
期
限
　
５
月
2
5
ロ
ま
で

　
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
電
話
又
は

直
接
来
所
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
場
所
　
〒
四
四
四
　
岡
崎
市

明
大
寺
町
字
坂
下
一
一
の
一
一
七

愛
知
県
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

時
～
正
午

？
】
Ｉ
Ｑ
″
6
1
1
9
一
－
１
１
（
内
線
２

集
合
場
所
　
欠
町
服
公
喇
駐
巾
場
　
４
６
０
）

服
装
・
携
帯
品
　
な
る
べ
く
軽
装
　
　
賞
　
知
１
　
の
賞
状
と
次
の
副
賞

で
巡
動
ぐ
つ
、
帽
子
を
杵
川
し
、
弁

当
、
水
筒
、
メ
モ
用
品
、
で
き
れ
ば

双
眼
鏡
、
鳥
類
図
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

５
月
の
催
し
も
の

　
岡
崎
県
民

　
　
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

１
１
１
＝
－
ｊ
‐
－
ｉ
―
ｉ
ｌ

　
　
　
　
　
萱
2
4
‐
　
1
8
5
8

▼
選
抜
高
校
野
球
写
真
艇

　
　
　
　
　
　
　
５
月
４
日
1
1
3
口

▼
県
の
花
か
き
つ
ば
た
展

　
　
　
　
　
　
　
５
月
1
5
日
～
四
　
　
日

▼

コ
ロ
ニ
・
Ｉ
写
真
展
、
四
つ
了
写
真

展
　
　
　
　
　
５
‐
り
2
3
H
1
2
9
日

特
選
・
：
―
点
灯
万
円
　
準
特
選
・
：
３

点
行
三
万
円
　
入
選
・
：
８
点
各
一
万

円
　
ぽ
ぷ

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30
日

出

29
日

吻

28
日

附

27
日

(羽

26
日

㈹

25
日

(II)

23　22
仁昌

21　　20
日　　日

i羽　（和

19　18
日　日

閥囲

16　収
日　案
附　日

｢川云

・馬

I:. Jlij

]'三

lト｣'‘

　｀目

|･・

i: 川

　｣･

丁中門

目　｀前

･ 淑'

二ll'}il-曙
」‘｀一

目伝丁
　両目

　通｀

　一西

井

田
ト

一
区

貞

伝

熊井
四田

区十
　区

　石

　神

　稲

区井

・田
九三
区区

　四

　区

　五

区井

・田

七一区区

八二

区区

　六

円滝
口｀

　｀滝
板新
田｀

　｀大
岩井

中野

蔵大

次柳

　●・

新小

v;-iし

　●ゝ

安永

戸河

　　内

前駒心．ッ岩

巾立柚木津

　　■ -か　　｀

　|"i ｀　岩
　喊恵　津

　』殉川　天

　　｀｀　神
　眼n　　｀

　蔵収　八

束京桑

蔵阿原
前知　｀
北佃細

　　リI
　西

　阿

　知
　和

奥渡宮

殿通石
　｀津｀収

下'Il|集
奥上向実

殿奥｀施
　殿日町
　　｀杉名

　中　｀

身
体
障
害
者

巡
　
回
　
相
　
談

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
酋
2
3
－
６
1
５
４

　
相
談
科
名

耳
■
J
i
C
S
咽
喉
科

　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
ｋ

整
形
外
科
・
阻
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交

付
に
刈
す
る
医
学
的
判
定
・
補
装
共

相
談

　
日
　
時
　
５
月
2
6
日
（
火
）
受
付

時
間
－
午
前
1
0
時
～
1
2
時
　
診
断
時

闘
Ｆ
午
後
１
時
～
３
時
　
納
装
共
Ⅲ

談
＝
午
前
1
0
時
１
午
後
３
時

　
場
　
所
　
岡
崎
市
陥
祉
の
村
身
体

障
害
行
セ
ン
タ
ー
　
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
陥
祉
課
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
．
当
日
の
受
付

は
し
ま
せ
ん
．

　
そ
の
他
　
診
察
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
『
．

探
鳥
会
を

　
　
開
催
し
ま
す

西
三
河
事
務
所
林
務
課

　
　
　
　
　
萱
2
3
『
－
1
２
1
1

　
春
た
け
な
わ
で
す
。
鳥
た
ち
に
と

っ
て
も
一
年
で
最
も
楽
し
い
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
、

　
毎
年
５
月
1
0
日
か
ら
始
ま
る
愛
鳥

週
間
に
は
、
外
地
で
い
ろ
い
ろ
な
行

事
か
催
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
こ
の
行
心
ｎ

の
一
環
と
し
て
誰
で
も
参
加
で
き
る

探
鳥
会
か
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ

な
た
も
バ
ー
ド
ウ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
日
時
　
５
月
1
0
‐
（
日
）
午
前
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
●

花
の
名
所
Ｌ

ン
ワ
ー
ル
募
集

課
緑
化
係

　
豊
2
3
‐
　
６
2
5
0

　
題
材
　
「
私
の
花
の
名
所
」

　
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
、
又
は

通
勤
・
通
学
す
る
か
た

　
撮
影
場
所
　
県
内
に
限
る

　
作
品
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ッ
切

単
写
真

　
締
切
　
７
月
3
1
日

　
送
り
先
　
県
農
地
林
務
部
自
然
保

護
課
内
「
仏
の
花
の
名
所
」
町
真
募

集
係
　
〒
四
六
〇
　
々
ｊ
‥
古
屋
巾
中
区

三
の
丸
三
丁
目
一
番
二
号
　
ａ
０
５

商
　
工
　
相
　
談

工
労
政
課

工
会
議
所

23

a

53

6
2
1
2

‐
６
1
６
1

　
【
岡
崎
市
】

　
経
営
相
談
　
５
月
1
4
日
（
木
）
午

後
１
時
～
４
時
（
毎
Ｕ
第
２
木
曜
日
）

　
　
　
●



きざか

　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
1
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
口
（
休
口
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
商
工
労
政
課
・
電
2
3
－
6
2
1
4

　
巡
回
商
工
相
談
（
経
営
金
融
相
談
）

お
▼
５
月
f
-
4
日
（
火
）
午
前
９
時
3
0
分

　
　
～
正
午
―
小
美
公
民
館
　
午
後
１
時

市政だより昭和56年５月１日－15－

3
0
分
～
４
時
＝
市
民
信
用
組
合
本
宿

支
店

▼
５
月
2
6
日
（
火
）
午
前
９
時
3
0
分

～
正
午
＝
藤
川
連
絡
所
　
午
後
１
時

3
0
分
～
４
時
１
契
合
新
町
公
民
館

　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
法
律
相
談
　
５
月
Ｈ
日
・
1
8
日

午
前
1
0
時
１
午
後
４
時

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
庫
は
５
月
2
2
日
．
商
工
中
金
は
５

月
８
日
の
各
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
３
時

　
発
明
相
談
　
５
月
１
日
・
1
5
日

午
後
１
時
～
５
時

　
税
務
相
談
　
５
月
口
一
日
・
1
9
日
・

2
6
日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
経
営
相
談
　
５
月
５
日
　
午
後
１

時
～
５
時

　
労
務
相
談
　
５
月
２
日
・
1
6
日

午
前
９
時
～
正
午

　
下
請
斡
旋
相
談
　
５
月
1
4
日
　
午

前
1
0
時
Ｉ
午
後
４
時

　
商
店
経
営
相
談
　
５
月
1
8
日
　
午

後
１
時
～
５
時

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
山
中
学
区
総
代
会
▼
矢
作
南
保
育

園
母
の
会
▼
日
比
野
文
英
（
上
六
名

二
丁
目
）
▼
美
川
中
学
校
第
3
4
回
卒

業
生
保
護
者
一
同
▼
六
ツ
美
南
部
小

学
佼
第
３
　
１
回
卒
業
生
保
護
者
一
同
▼

六
ツ
美
北
部
小
学
校
第
7
2
回
卒
業
生

保
護
者
一
同
▼
昭
和
5
5
年
度
六
ツ
美

北
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
福
岡
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
矢
作
西
小
学
院
同
窓
会
▼

中
部
合
成
樹
脂
工
業
㈱
▼
梅
園
小
学

　　相談｀　　０　．〃　生活課市民相談係市民　　　曳　φ　

。2ト6492

市民相験係では、つぎのような相談を行っております。お気

軽にご相談ください。

毎日行っている相談

名　　称 内　　　　　　　　容

行政柵談 rtTitJcに封する苦情・要望・意見・相談・問合せ

咀活眼談 日常生活から生じるいろいろな困<)ごとの川談

交通卜故川談 交姐･ﾄﾞ故の賠償問題､傑険請求手続き匹池の進め(溥/)総飛

鳥f(r殺業れ廠 Ba歳以上､es歳未満のかたの求人・求職の相談と紹介

特別の日に行っている相談ぐ午筏1時~4 11訓

名　　　　　称 相　談　日 相　談　員Ｉ

心配ごと・人権相談 日記 人権擁,汲委貝

困りごと一行政相談 ぃ昌 行政相,淡五以

法　律　相　談ﾋﾟｺﾞほ1且回）
ロ則

６月詣
弁　護　　I:

税　金　相　談　１　５月14日　　視　理　士

「　住宅金融公庫　｜　「　８日
　融　資　相　談　｜　゜月22日

(i-:宅金融公庫

相　談　貝

輦　記　相　談　１　５月14日
司法丹士

:i-.地家屋調査士

｜　建　築　相　談 ５月20 日 建　築　士

測量設計相談 ５月28日 洲　量　I;

※相蔵は、すべて無料・秘密です。

※市民相談の場所は３階生活課市民相談係です。

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
竜
美
庄
小
学
校
第
５
回

卒
業
生
保
駿
者
一
同
▼
山
本
川
夫
（
欠

町
）
▼
林
せ
つ
（
松
僑
町
）
▼
常
磐

保
育
園
ほ
の
会
▼
幹
松
保
育
園
母
の

会
▼
八
帖
保
育
園
母
の
会
▼
大
樹
寺

学
区
総
代
会
▼
大
樹
寺
保
育
園
母
の

会
▼
大
門
学
区
総
代
会
▼
矢
作
南
学

区
婦
人
会
▼
岡
崎
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
▼
小
出
道
子
（
東
蔵
前
町
）

▼
福
岡
保
育
園
母
の
会
▼
石
川
照
次

　
（
鳩
目
町
）
▼
矢
作
４
学
区
婦
人
会

連
営
委
貝
会
▼
葵
中
学
校
第
3
4
回
卒

業
生
保
護
者
一
同
▼
城
北
保
育
園
母

の
会
▼
大
西
保
介
園
ほ
の
会
▼
城
北

保
育
園
昭
和
5
5
年
度
卒
園
児
保
護
者

= ４

同
▼
六
ッ
災
西
保
青
圃
け
の
会
▼

島
坂
保
育
圃
け
の
会
▼
福
岡
南
保
育

園
昭
和
5
5
年
皮
ほ
の
会
役
員
一
同
▼

六
ッ
美
南
保
育
園
昭
和
5
5
年
度
卒
園

児
母
親
一
同
▼
六
ッ
笑
山
保
方
園
け

の
会
▼
柵
岡
南
保
育
園
母
の
会
▼
山

本
功
（
福
岡
町
）
▼
昭
佃
5
5
年
度
若

葉
学
園
卒
園
児
保
護
嗇
一
同
▼
岡
崎

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
矢
作
北

保
育
園
ほ
の
会
▼
心
身
障
審
児
母
子

通
園
事
業
昭
和
5
5
年
度
卒
園
児
保
護

者
一
同
▼
精
神
薄
弱
者
授
産
セ
ン
タ

ー
希
望
の
家
父
母
の
会
一
同
▼
恨
石

小
学
校
第
3
4
回
卒
業
生
保
護
者
一
同

▼
奥
殿
学
区
婦
人
会
▼
肌
八
殿
小
学
校

第
3
4
回
卒
業
生
保
護
者
一
同
▼
南
中

学
校
第
3
4
回
卒
業
生
保
駿
噺
一
同
▼

･
Ｖ
作
山
小
学
佼
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
矢
作
南
小

学
校
第
３
　
１
回
卒
業
生
保
護
者
一
同
▼

連
尺
小
学
校
第
3
4
回
嘔
業
生
保
護
者

一
同
▼
今
片
久
範
（
大
西
町
）
▼
伊

藤
藤
一
（
笑
合
町
）
▼
安
藤
重
男
（
美

合
町
）
▼
甲
山
中
学
校
第
３
　
１
回
卒
業

生
保
護
者
一
同
▼
六
ッ
芙
中
部
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
織
部
長
信
（
下
三
ッ
木

町
）
▼
根
石
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
福
岡

小
学
校
第
3
4
回
卒
業
生
保
護
者
一
同

▼
大
門
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
六
ッ
美
北

部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
六
ッ
美
北
部
小

学
佼
Ｐ
Ｔ
Ａ
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
▼

六
ッ
美
北
部
小
学
校
建
設
協
力
会
▼

六
ッ
美
北
部
学
区
総
代
会
▼
六
ッ
美

北
部
小
学
校
学
校
開
放
委
員
会
▼
六

ッ
美
北
部
小
学
佼
同
窓
会
▼
六
北
子

ど
も
会
育
成
者
連
絡
協
議
会
▼
六
ッ

笑
北
部
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
▼
六
ッ
美

北
部
学
区
杜
会
教
育
体
育
部
▼
香
山

中
学
校
第
3
3
回
卒
業
生
保
護
嗇
一
同

▼
六
ッ
美
北
部
学
区
婦
人
会
▼
大
門

小
学
佼
第
５
回
卒
業
生
保
護
者
一
同

▼
緑
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
ｏ
Ｂ
会
▼
常

磐
南
小
学
院
第
3
　
1
回
卒
業
生
保
護
者

一
同
▼
昭
和
5
5
年
度
常
磐
南
学
区
婦

人
会
▼
岡
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼

緑
座
学
区
婦
人
会
平
地
支
部
▼
岩
津

北
保
育
園
昭
和
5
5
年
度
母
の
会
▼
匿

名
の
か
た
一
名

旬
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
石
川
輝
夫
（
元
能
見
町
）
▼
安
藤

ふ
じ
江
（
桑
谷
町
）
▼
日
名
中
町
子

ど
も
会
▼
働
く
婦
人
会
館
や
よ
い
展

実
行
委
員
会
▼
南
中
学
校
３
年
６
組

▼
竹
と
ん
ぼ
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
）
▼
野
田
景
治
（
明
大
寺
町
）
▼

竹
本
敏
光
（
羽
眼
町
）
▼
岡
崎
友
の

会
（
鴎
く
婦
人
会
館
内
）
▼
岡
崎
商

業
高
等
学
校
旧
２
年
Ｆ
組
一
同
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1
6

　

0 4
1
眉
」
「
Ｊ
」
コ
コ
「
Ｊ
「
Ｊ
一
Ｊ
一
圃
一

㈱
バ
ラ
展
示
分
膿
会
・
管
理
講
習
会

　
『
．
バ
ラ
の
や
さ
し
い
作
り
方
』

　
期
日
　
５
月
３
日
（
日
）
～
９
日

　
（
土
）
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時

3
0
分

　
実
施
団
体
　
岡
崎
バ
ラ
と
花
菖
蒲

愛
好
会

乖
洋
ラ
ン
展
示
交
換
会
・
管
理
講
習
会

　
【
洋
ラ
ン
の
や
さ
し
い
作
り
方
】

　
期
日
　
５
月
1
0
ロ
（
日
）
午
後
１

時
１
４
時
3
0
分

　
実
施
団
体
　
岡
崎
ラ
ン
友
会

肴
盆
栽
展
示
分
譲
・
交
換
会
・
講
習
会

　
「
盆
栽
の
見
出
し
方
」

　
期
日
　
５
月
1
6
日
（
土
）
午
前
９

豊
2
2
　
1
6
3
4

時
3
0
分
～
午
後
４
時
3
0
分
　
５
月
1
7

日
（
日
）
午
前
９
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0

分
（
交
換
会
は
1
7
日
午
後
１
時
～
４

時
3
0
分
）

　
実
施
団
体
　
岡
崎
盆
栽
会

旬
庭
木
の
手
入
れ
講
習
会

　
期
日
　
５
月
1
7
日
（
日
）
午
前
Ｈ

時
ど
午
後
２
時

　
実
施
団
体
　
岡
崎
緑
化
協
力
会

　
【
今
月
の
園
芸
作
業
】

　
花
壇
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
、
ス
イ
セ
ン
な
ど
は
、
花
が
咲

き
終
わ
っ
て
か
ら
来
年
の
開
花
球
を

作
る
の
で
、
葉
を
刈
ら
ず
に
迫
肥
を

　
　
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

昭和56年５月１日

キ
ク
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
ゼ
ラ
ニ

　
ウ
ム
な
ど
の
芽
先
を
砂

　
　
に
さ
す
と
よ
く
つ
き

。
・
・
　
　
　
ま
す
。

　
　
植
木
　
移
植
は

願
行
に

゛

出
京

　
松
の
み
ど
り
（
新
芽
）

・
≒
醐
口
。
言

分
の
一
を
残
し
て
摘
み
取
り
ま
す
。

女性スポ‾ツ教室開催
体育課　き23－6 3 6 2

　
明
る
い
家
庭
は
ま
ず
健
康
で
あ
る

こ
と
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー

ツ
を
行
い
、
丈
夫
で
美
し
い
か
ら
だ

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
女
性
の
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
日
程
　
６
月
１
日
（
月
）
～
７
月

2
0
日
（
月
）
毎
週
月
・
金
曜
日
の
午

前
1
0
時
～
Ｈ
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
市
矢
作
体
育
館
（
宇

頭
町
　
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー
西
隣
）

　
内
容
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

Df nnHiinuiiinP ■■■二 ｔ
ｒ
Ｉ
ｒ
Ｌ
七

喝峰亀艮^傭●●

ス
タ
ン
ツ
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
対
象
　
女
性

　
定
員
　
5
0
名
（
定
貝
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

　
申
込
方
法
　
印
鑑
と
参
加
賞
を
ご

持
参
の
う
え
、
矢
作
体
育
館
受
付
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
５
月
６
日
（
水
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
参
加
費
　
―
、
８
４
０
円
（
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
）

’
巾
い
す
に
か
か
わ
る
叫
害
に
つ
い
て

●）（・）C●>C●]C●χ●）（' ･ >c●・c●:

手
当
受
給
児
、
満
7
0
畿
以
上
の
老
人

　
保
険
期
間
　
受
付
の
Ｈ
か
ら
昭
和

5
7
年
４
月
3
0
日
ま
で

　
申
込
方
法
　
申
込
書
に
保
険
料
を

添
え
て
公
害
交
通
課
又
は
、
も
よ
り

の
支
所
の
窓
口
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
車
い
す
に
よ
る
傷
害
対
象
拡
大

（●）（*）C●7C* ｝Ci●）e●）c･)（●]

‰

U

バ

「””’

Ｊ
し
次
の
か
た
は
1
8
0
円
で
す
。

≪3C●>C●≫C丿）C●｝（

途
加
人
に
つ
い
て
は
受
付
の
日
か
ら

有
効
で
す
。

　
保
険
料
　
―
人
年
額
3
6
0
円
。
た
だ

スをー

タ　ミ　ノ｀

ン　ツ　レ

ツ　ク　１

な　ス　汁

ど

ｋ
ｌ

ﾀ）

た

ﾉt

睡

毒

と

いに

１　ス　ミ

ツ

ポ

ッ

　､

j　

ト

　ご

ン

●>C●>C●JC●・t･

さは・

れ　い

４次’

月の１

１　よ；

日　う　；

以に；

降刈≒

の象(

事他i

故囲１

かが‘

ら拡・

摘大・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

023－6033|i^'.J|ll.!ji|f十王町２丁目9番地〒444

χ・

さ
れ
４
月
１
日
以
降
の
事
故
か
ら
摘

用
さ
れ
ま
す

　
車
い
す
搭
乗
者
の
傷
害
　
搭
乗
中

岡崎市市長公室秘書課

>c●:）t ●）・）●:

転
落
事
故
に
よ
る
傷
害

　
歩
行
者
の
傷
害
　
運
行
中
の
車
い

す
と
の
術
突
、
接
触
等
の
事
故
に
よ

編集と発行
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